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１．共同研究の趣旨 
 本共同研究の研究題目は「経営実務データを用いたデータサイエンティスト育成方法の

研究」であり、本共同研究の目的は企業の経営実務データを用いて販売予測や適正な在庫管

理など、データサイエンティストに求められる能力を育成するための方法を継続的に研究

することである。 
特定非営利活動法人ビュー・コミュニケーションズは実際の販売データを教育目的のた

めに適切に処理をおこなった上で国立大学法人滋賀大学に提供し、滋賀大学はデータをデ

ータサイエンス学部の 2 年生対象の「時系列解析入門」の演習の形に整備して学生の教育

に活用することで、データサイエンティスト育成方法に関する共同研究をおこなった。本年

度は昨年度に引き続きビュー・コミュニケーションズから、食品スーパーにおける 5 年分

の酒類の月次販売データが提供された。このような実際のデータを用いた演習は本共同研

究の目的に沿うものであり、実践的なデータサイエンティスト育成の観点からも非常に有

用であった。その点で本共同研究の意義は大きい。 
 
２．滋賀大学データサイエンス学部及び大学院の教育方針と実績 
 滋賀大学データサイエンス学部では、データサイエンスの基礎要素技術としてのデータ

エンジニアリング(情報工学)及びデータアナリシス(統計学)に加えて、データからの価値創

造の能力の育成を重視している。価値創造の能力を育成するためには、実際のデータを用い

た演習をおこない、教科書的な理論と実際のデータとの乖離についても経験を積む必要が

ある。この乖離については、ビュー・コミュニケーションズ副理事長の小松秀樹氏の著書「な

ぜあなたの予測は外れるのか－AI が起こすデータサイエンス革命」においても多くの例と

ともに示されており、データサイエンス教育において実際のデータを扱うことが非常に重

要であることがわかる。 
滋賀大学データサイエンス学部は、2017 年 4 月に日本初のデータサイエンス学部として

開設以来、この３月で５年となり２期生が卒業となった。卒業生の就職状況は大変よく、デ

ータサイエンス分野に対する社会のニーズの強さを示している。また１期生２期生とも、1
学年定員100名のうち２割程度の学生が修士課程に進学した。大学院への２割の進学率は、

国立大学における文系と理系の大学院への進学率の中間的な値であり、データサイエンス

学部が文理融合的な性格を持っていることを反映している。 
滋賀大学では 2019 年 4 月には、日本初のデータサイエンス研究科修士課程を開設し、昨

年３月には学部の１期生と同時に修士課程の１期生も卒業となった。修士課程の開設は、デ

ータサイエンス学部の開設から 2 年後のことであり、まだ学部からの卒業生が出ていない

段階での「前倒し設置」であった。学部からの進学性がいないため、入学者のほとんどは企

業からの派遣の院生であった。その後も毎年 15 名程度の派遣社会人が修士課程に入学して

いる。これらの社会人は、それぞれ派遣元の企業の実際の課題を解決するための修士論文研

究をおこなっている。 



また 2020 年 4 月には博士後期課程も開設した。このように滋賀大学では学部から博士課

程まで一貫したデータサインス教育体制を完成させ、日本におけるデータサイエンス教育

研究の拠点としての体制を整えた。 
 
３．滋賀大学データサイエンス学部の時系列解析入門講義の概要 
 ここでは本共同研究で提供されたデータを活用した時系列解析入門の講義の概要を説明

する。この講義はデータサイエンス学部の２年生の秋学期におこなわれる講義で、学年の６

割以上の学生が受講する。教科書は以下の英語の教科書を用いた。 

Cowpertwait and Metcalfe 著 “Introductory Time Series with R”,  Fourth 

Edition,  Springer Use R! series, 2009 年 

英語の教科書を用いたのは以下のような理由による。まず、時系列解析については、日

本語では応用に重点をおいた教科書が少ない。その点、この Cowpertwait and Metcalfe

の本には多くの実例が示されており、使われているデータファイルも提供されている。

次に、データサイエンスや AI に関する最新の文献は英語のものが圧倒的に多く、デー

タサイエンティストは英語の文献を読むことも要求される。最後にこの教科書は電子

書籍として滋賀大学の図書館より入手することができるため、学生が無料で利用でき

る。なお、ほとんどの学生は英語の教科書で学ぶのが初めてであり、その意味では難し

いと感じた学生も多かったことも事実である。 
 さて、この教科書の目次は以下のようになっている。 

1. Time Series Data (時系列データ) 

2. Correlation  (相関) 

3. Forecasting Strategies  (いくつかの予測法) 

4. Basic Stochastic Models  (基礎的な確率モデル) 

5. Regression    (回帰分析) 

6. Stationary Models   (定常モデル) 

7. Non-stationary Models   (非定常モデル) 

8. Long-Memory Processes   (長期記憶過程) 

9. Spectral Analysis    (周波数解析) 

10. System Identification    (システム同定) 

11. Multivariate Models    (多変量時系列) 

12. State Space Models    (状態空間モデル) 

講義では、8,10,11 章は入門としては進んだ話題のため省略した。講義の第一の目的は時

系列解析の標準的なモデルである ARIMA モデルを理解し使えるようになることであるが、

この教科書では ARIMAモデルは 6章及び 7 章で扱われている。6 章は定常モデルとあるよ

うに ARMA モデルを扱っており、7 章では差分操作を含む ARIMA モデルを扱っている。また

季節差分の扱い(SARIMAモデル)も 7章で扱われている。本共同研究のデータを用いたレポ



ート課題は 7 章を終わった時点で課題として出題し、SARIMA モデルを中心に分析をするよ

うにという指示を与えた。 

 
４．本年度ビュー・コミュニケーションズより提供されたデータ 
 本年度にビュー・コミュニケーションズより提供されたデータは、昨年度と同様に関東

圏食品スーパー100 店舗サンプルの販売金額合計値時系列データであった。販売品目は酒類

10 品目であった。データはエクセルのファイルとして、すでに整形された形で提供されて

おり、学生はデータを R や Python などの統計分析パッケージに読み込むことで、ARIMA
モデルなどの時系列解析の手法を応用することができた。このデータは時系列解析の例題

としては非常に実践的なものであった。次図は提供されたエクセルファイルの一部を示し

たものである。 

 
本年度提供データの一部 

 

 

  



５．学生によるデータ分析の例 

  レポート課題では、ビュー・コミュニケーションズより提供された 10 品目のデータの

中から３品目を選んで解析するよう学生に求めた。以下は学生の川口陽子さんによる分析

である。 

第 3のビール、ビール、発泡酒の今後の売上を予測する 

 
第３のビール、ビール、発泡酒の売り上げに関してプロットしたものである。１年ごとに

周期的に推移していることがわかる。また、第 3 のビール、ビールは右上がりのトレンドを
示しているのに対して、発泡酒は 2018 年から減少傾向を示しているように見える。 
 よりトレンドを見やすくするためにトレンドと季節成分と誤差成分に分解して表示した



ものが以下である。 第 3 のビ
ールについては、上昇するトレ
ンドが続いていることがわかる。 
一方で、ビールと発泡酒に関

しては、第 3 のビールの上昇傾
向が強くなった 2017 年中ごろ
から 2018 にかけて下降傾向に
転じていることがわかる。 
近年、ビールや発泡酒に比べ

て酒税がかからず安価に手に入
る第 3 のビールが普及したこと
でビールや発泡酒の売上が減少
している可能性がある。 
そこで、今後、ビールや発泡

酒が第 3 のビールに置き換わら
れるのかを予測していきたい。        
まず、それぞれの過程の自己相
関に着目する。それぞれのコレ
ログラムを見ると、すべてにお
いて 12 か月ごとに相関が高く
なっており、明らかに季節成分
があることが確認できる。 
よって、季節性についても考

慮された SARIMA モデルを用
いて予測を行う。 
 

   

発泡酒 

第３のビール 

ビール 



 

３つの時系列過程について、１回差分を取ったところ、その過程が発散しておらず、かつ
Dicky-Fuller検定が有意水準 5％で棄却されたことから定常過程になっていることが確認で
きた。そこで、パラメータ dについて 1とし、その他の条件を上図のように設定して SARIMA
モデルの推定を行った。ここでは、例として第 3 のビールで用いたコードを記載している。 
その後、モデルが適しているかどうかを確認するために、残差のコレログラムを描いて自

己相関がないかを調べたところ、十分に小さくなっていた。 
次ページに、これらのモデルから 2 年後までの予測値をプロットしたものが記載されて

いる。第 3 のビールについては、2020 年以降も上昇する傾向が見られている。一方で、ビ
ールについては、売上が横ばいかやや下降傾向になることが予測されている。また、発泡酒
についても急激な下降傾向に歯止めがかからない予測となった。 
このことから、安価な第 3 のビールが今以上に普及しても、ビールについてはある程度

の需要を保つことができるが、発泡酒については徐々に第 3 のビールに置き換わられてい
くのではないかと考えられる。 

   

#条件を以下の様にする。 
third_beer.arima <- auto.arima(third_beer.ts, 
                               d=1, 
                               ic="aic", 
                               max.order=5, 
                               stepwise=F, 
                               seasonal=T, 
                               trace=T 
                               ) 



  

 

 

 
 以上のように川口さんは、データのプロットから始め、情報量規準を用いて最適な

SARIMA モデルを選び、また選ばれたモデルの当てはまりまでを検討しており、標準的な

分析例となっている。このような分析ができる学生がいたことは、この講義の成果である

と考えられる。 
 
６．まとめ 

 前節でみたように、提供されたデータの分析のレポート課題に多くの学生が熱心に取り

組んだ。その理由は、提供されたデータが非常に実践的で、また時系列解析の効果が実感で

きるものであったことである。 

 滋賀大学データサイエンス学部としては、ビュー・コミュニケーションズとの共同研究の

ような形で多くの企業との連携を進め、実践的な教材を今後も開発していきたいと考えて

いる。滋賀大学は数理及びデータサイエンスに係る教育強化の拠点校として文部科学省よ

り選定されており、このような教育コンテンツを他大学に展開していくことが期待されて

いる。日本初のデータサイエンス学部及び研究科として、この分野の発展に貢献していきた

い。 

第 3のビール 

発泡酒 

ビール 


